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巻頭言

平成29年度の鹿児島県精神保健福祉センター所報が完成しましたので，ここにご報

告いたします。 

毎年のように全国で災害が起こっていますが，本年も北海道地震や中国地方での豪

雨災害などがあり，災害にあわれた方々には，心よりお悔やみとお見舞いを申し上げ

ますとともに，さらなる復興がなされることを祈念しております。鹿児島県でも本年

ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）の研修会を開催しました。また平成29年度には

鹿児島県は県内２か所の病院とＤＰＡＴ派遣に関する協定を結び，今後も参加するＤ

ＰＡＴ隊を増やしていくことを計画しています。 

さて，センターの業務を振り返ってみますと，平成29年度は自殺未遂者支援連携体

制構築事業を進めました。鹿児島県の自殺者は人口動態統計で平成29年では270人で，

前年よりやや増加し，自殺死亡率でも全国平均をやや上回っていました。自殺予防情

報センターには，平成29年度も相当数の相談があり，地域の関係機関の協力を得なが

ら対応しています。また自殺対策では，自死遺族支援，若年者の自殺予防教育，自殺

未遂者連携支援体制強化などの研修会を開催しました。本県では，自殺対策計画を本

年度策定予定です。 

依存症対策として，平成29年度は専門病院より相談員を派遣していただき，依存症

相談窓口を設置しました。本年度からは専門医による相談，および依存症者家族教室

も開催し，依存症者本人および家族の支援を進めています。 

また，日々の電話相談，自立支援医療費及び精神障害者保健福祉手帳の判定業務，

さらに精神医療審査会の書類審査，退院・処遇改善請求審査業務，高次脳機能障害者

支援業務など，毎年業務内容は増加傾向にありますが，センター職員一同真摯に取り

組んでおります。 

最後になりましたが，今後も関係各位の皆様の益々のご指導，ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

                 平成30年12月 

                    鹿児島県精神保健福祉センター 

                    所長   竹之内 薫 



目次

巻頭言

Ⅰ 概要

１．沿革・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

２．組織，職員及び施設概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

Ⅱ 事業実績

１．普及啓発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

２．技術援助・教育研修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

３．精神保健福祉相談・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３

４．調査研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

５．関係団体の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

６．精神医療審査会の審査に関する事務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

７．自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳の判定交付事務・・１６

８．高次脳機能障害者支援センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

９．自殺予防情報センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

Ⅲ 資料

① 鹿児島県精神保健福祉センターにおける自死遺族会の歩み ～「卒業」を視点とした

考察 ～ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０

② 鹿児島県における自立支援医療費（精神通院医療）の動向・・・・・・・・・２２

③ 鹿児島県精神医療審査会における退院等請求の課題と取り組み・・・・・・・２４



Ⅰ 概要



１．沿革

  ・昭和４２年４月 「精神衛生センター」として発足 

  ・昭和６３年７月 精神保健法の施行に伴い，「精神保健センター」に改称 

  ・平成 ７年７月 精神保健法の改正に伴い，「精神保健福祉センター」に改称 

  ・平成２３年３月 現在地（ハートピアかごしま２階）に移転 

２．組織，職員及び施設概要 （Ｈ２９.４.１現在） 

（１）組織状況

                  医事課

所長（医師）  副所長 

                  相談支援課

（２）職種別職員数 

職種 精神科医師 事務 保健師 心理 計 非常勤職員 

人数 １ ６（うち兼2） ４ １ １２（うち兼２） ３１ 

＊非常勤職員：高次脳機能障害者支援員１人，自殺対策調整員１人 

          精神医療審査会委員２８人 

          自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳判定会委員４人 

（３）施設概要 

①所在地：鹿児島市小野一丁目１番１号（ハートピアかごしま ２階） 

 ②平面図 
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Ⅱ 事業実績



１．普及啓発

  一般住民に対して精神保健福祉や精神障害に関する知識について普及啓発を行うとと

もに，保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して協力及び援助を行っている。 

（平成２９年度） 

内容 実施回数 参加人数

ひきこもり家族の会  ＊５月から自助グループへ移行 １２回 １０

セルフヘルプフォーラムかごしま（セルフヘルプネットかごしま主催） １回 １２６

心の健康を考えるつどい

（鹿児島県精神保健福祉協議会）
１回 １３０

その他 ２回 １，５６２

計 １，８２８

２．技術援助・教育研修

  地域精神保健福祉活動を推進するため，保健所，市町村及び関係機関に対し，技術援 

助や研修を行っている。 

（１）技術援助（平成２９年度） 

項目 

対象機関 

・施設 

老 

人 

精 

神 

保 

健 

社 

会 

復 

帰 

ア 

ル 

コ 

｜ 

ル 

薬 

物 

ギ

ャ

ン

ブ

ル 

思

春

期

心 

の 

健 

康 

づ 

く 

り 

ひ 

き 

こ 

も 

り 

自 

殺 

関 

連 

犯 

罪 

被 

害 

災

害 

そ

の

他 

計

電

話 

実施件数 ２ ７ １ ４ １１ １７ １５ ４ １１ ５７ １２９ １２４

保健所 １ １ ７ ３ ３ １２ ２７ ５６

市町村 ２ １ ７ ２ １０ ２２ ２３

医療施設 ５ １ １ １ １ １ １３ ２３ １６

その他 １ ５ ３ １６ １ ３ ６ ３５ ２９

合 計 ７ ９ ５ ３１ ７ ３ ４ ４１ １０７ １２４

＊ 実施件数は，技術援助を行った会議・研修会等の回数。一回の会議・研修会等で複数

の対象機関・施設に技術援助を行うことがあるため，対象機関・施設の合計と実施件

数が一致しない項目もある。
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（２） 職員の派遣及び関連会議等への出席状況（平成２９年度） 

① 保健所等 

依 頼 機 関 内 容 従事者 

県地域振興局・支庁保健福祉環

境部（保健所） 

姶良・伊佐地区自殺対策連絡会 

（姶良保健所） 

心理士 

姶良地区自殺対策連絡研修会 

（姶良保健所） 

所長 

保健師 

南薩地区自殺対策連絡研修会 

（加世田保健所） 

所長 

保健師 

精神保健福祉相談会（屋久島保健所） 所長 

熊毛地区自殺対策連絡研修会 

（西之表保健所） 

保健師 

出水地区自殺予防対策連絡研修会 

（出水保健所） 

保健師 

大隅地区自殺未遂者支援連携体制構築事業

説明会（鹿屋保健所） 

所長，課長 

保健師 

自殺未遂者支援連携体制構築事業における

関係者会議（大口保健所） 

保健師 

自殺未遂者支援連携体制構築事業説明会 

（名瀬保健所） 

所長 

保健師 

奄美圏域研修及びネットワーク会議   

（高次脳機能障害） 

所長，保健師 

支援員 

北薩地域振興局職員の心の健康教室 心理士 

市保健所 鹿児島市自殺予防対策委員会 保健師 

市町村 鹿児島市子供に関する相談機関の合同連絡会 心理士 

鹿児島市精神保健福祉協議会 所長 

鹿児島市健康づくり推進市民会議 副所長 

鹿児島市ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨ自殺予防対策委員会 保健師 

出水市いのち支えるプロジェクト会議 保健師 

② 県部局等 

依 頼 機 関 内 容 従事者 

総務事務センター健康管理係 職員健康審査会 所長 

 心の健康づくり専門部会 所長 

 試し出勤に係る調整会議 所長 

 産業医面接 所長 

障害福祉課 精神保健福祉担当者会議 保健師 事務 

精神科救急医療電話相談窓口に係る業務新

任従事者研修会 

所長 保健師 

精神科救急医療相談窓口相談員研修 所長,保健師 

精神科病院実地審査・実地指導 所長 

措置入院 3か月診察 所長 
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精神保健福祉審議会 

精神保健福祉協議会   

所長 

DPAT運営委員会 所長 

県障害者福祉大会における障害者自立更生

等の知事表彰に係る表彰審査委員会 

所長 

発達障害者支援地域協議会 所長 

 障害者自立支援協議会 保健師 

 自殺対策庁内連絡会議 保健師 

自殺対策連絡協議会 保健師 

自殺対策調整員 

高次脳機能障害者拠点病院検討会議 所長，保健師  

支援員 

薬務課 九州・沖縄地区薬物中毒対策連絡会議  所長，心理士 

九州・沖縄地区再乱用防止対策講習会 所長，心理士 

こども総合療育センター こども総合療育センター連絡協議会 所長 

埋蔵文化財センター 職員研修 所長 

社会福祉課 生活保護法に基づく指定医療機関個別指導 所長 

児童相談所 子ども虐待防止ネットワーク会議 所長 

青少年育成県民会議 かごしま子ども若者地域支援協議会 保健師 

かごしま子ども若者地域支援協議会（実務

者連絡会議） 

心理士  

介護福祉課 認知症総合支援対策促進協議会 所長 

認知症疾患医療センター候補選定委員会 所長 

生活・文化課 犯罪被害者等支援庁内連絡会議 心理士 

配偶者等からの暴力対策会議 保健師 

保健医療福祉課 准看護師試験委員会 所長 

県立短期大学 衛生委員会 所長 

③ 教育委員会 

依 頼 機 関 内 容 従事者 

義務教育課 ＳＳＷ活用事業連絡協議会 心理士 

 いじめ問題対策連絡協議会 所長  

 教育支援委員会 所長  

教職員課 指導が不適切な教員に係る審査委員会 所長 

総合教育センター 子どもに関する相談機関の合同連絡会 心理士 

 子どもに関する相談機関の合同連絡会 

心のふれあい相談 

心理士 

④ その他の関係機関 

依 頼 機 関 内 容 従事者 

鹿児島大学大学院精神機能病学分野 精神科臨床実習 所長 

鹿児島大学医学部保健学科 講義 所長 
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県立姶良病院 医療観察法病棟倫理会議 所長  

鹿児島県警察本部 ＤＶ・ストーカー等相談業務関係機関連絡会議 保健師 

 職場復帰支援の調整会議 所長 

犯罪被害者等支援連絡協議会総会  所長，保健師 

公衆衛生学会 公衆衛生学会総会学術部会 所長 

かごしま障害者就業・生活支援センター 県障害者就業・生活支援センター関係機関連絡会 副所長 

かごしま子ども・若者総合相談センター かごしま子ども・若者地域連絡協議会実務者連絡

会議 

心理士 

鹿児島県社会福祉協議会 鹿児島シルバー110 番運営委員会 所長 

鹿児島障害者職業センター 精神障害者雇用支援連絡協議会 所長 

 発達障害者雇用支援連絡協議会 所長 

県医師会 精神保健委員会 所長 

災害医療講習会 所長 

かかりつけ医うつ病対応力向上研修企画委員会 所長 

保護観察所 医療観察制度運営連絡協議会 課長 

医療観察制度地域連絡協議会 保健師 

薬物事犯者引受人会 心理士 

地域支援のあり方検討ワーキンググループ 保健師 心理士 

地域支援連絡協議会 保健師 心理士 

薬物再乱用防止プログラム 保健師 心理士 

鹿児島県看護協会 精神科訪問看護研修会 所長，保健師 

かごしま犯罪被害者支援センター かごしま犯罪被害者支援センター理事会 所長 

かごしま犯罪被害者支援センター総会 所長 

産業保健総合支援センター 産業保健総合支援センター運営協議会 所長 

かごしまデイケア連絡協議会 かごしまデイケア連絡協議会 所長 

障害者支援施設竹山苑 高次脳機能障害者内部研修会 高次脳機能障害者支援員

鹿児島公共職業安定所 鹿児島障害者就労支援ネットワーク会議 保健師 

鹿児島県地域生活定着支援センター 関係機関連絡会議 副所長 

鹿児島労働局 雇用移行推進連絡会議・精神障害者雇用支

援連絡協議会 

所長 

精神科病院協会 県精神科病院協会事務職員研修会 保健師 

いのちの電話協会 鹿児島いのちの電話公開講座 所長 

鹿児島精神神経学会 精神神経学会運営委員会 所長 

県精神保健福祉連合会 

（かせいれん） 

友愛フェステバル運営実行委員会 保健師 

友愛フェステバル 所長，保健師 

かせいれん理事会 課長 

かせいれん総会 所長，副所長，課長，

保健師，心理士 
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（３）教育研修（平成２９年度） 

①思春期精神保健福祉に関する研修会 

実 施 日 

（会 場） 
内       容

参加機関 

（人数） 

平成29年 

８月４日 

   （金） 

（ハートピア

かごしま）

【思春期講座】 

１ 講演 「子供たちのインターネット依存の現状と対策」

講師：中山 秀紀 氏 

（独立行政法人 国立病院機構 久里浜医療センター 

精神科医長） 

２ 講話 「インターネット相談対応の実践事例から学ぶ」

講師：戸髙 成人氏 

（NPO法人 ネットポリス鹿児島 理事長）

保健所,市町村

相談機関，県警

児童福祉施設

教育機関 

医療機関 等

計２００名

平成30年 

１月17日 

   （水） 

（ハートピア

かごしま）

【思春期精神保健福祉業務従事者研修会】 

１ 講演 「思春期の生きづらさ  

～自分を傷つけずにはいられない子どもたち～」

講師：松本 俊彦 氏 

（国立病精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 薬物依存研究部 部長 

薬物依存症治療センター センター長） 

２ 困難事例について 

事例提供者  事例１ 養護教諭（養護学校） 

事例２ 保 健 師（市） 

   助  言  者： 松本 俊彦 氏 （同上） 

保健所，市町村

相談機関

児童福祉施設

教育機関 

医療機関 等

  計１７４名

②精神保健福祉業務従事者検討会及び研修会 

実 施 日 

（会 場） 
内       容

参加機関 

（人数） 

平成29年 

5月26日 

   （火） 

（精神保健

福祉センター）

（午前） 

    保健所業務検討会

 ・地区診断と事業計画

・自殺未遂者支援連携体制構築事業について

（午後） 

１ 講話 「精神障害の理解と措置業務の基礎知識」 

  講師：竹之内 薫（鹿児島県精神保健福祉センター 所長）

２ 講話 「精神保健福祉法の改正について」 

  講師：松永 絹子（県障害福祉課精神保健福祉対策監）

３ インシデント方式による事例検討 

事例提供者  上村 香代（姶良保健所技術主査）

保健所等

計１９名

保健所， 

市町村， 

医療機関 等

  計５５名
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③高次脳機能障害者支援に関する研修会 

実 施 日 

（会 場） 
内   容 

参加機関 

（人数） 

平成29年 

 ７月８日 

（土） 

（大島支庁） 

【奄美保健医療圏域における高次脳機能障害者支援の

ための研修会】         

１ 講話 「高次脳機能障害の診断とリハビリテーション

～社会復帰に向けて～」  

講師：緒方 敦子 氏 

（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科運動機能修復学講座

       リハビリテーション医学 医師） 

２ 講話 「精神保健福祉手帳申請等に係る 

      診断書作成の要点」 

  講師：竹之内 薫  

（鹿児島県精神保健福祉センター所長）

医療機関，

市町村

就労支援機関

相談支援事業所

介護保険事業所

計９６名

【高次脳機能障害者支援ネットワーク連絡会】 

１ 情報提供 

  「高次脳機能障害者支援センター活動報告」 

２ 事例検討，意見交換 

   助言者：緒方 敦子 氏 

（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科運動機能修復学講座

       リハビリテーション医学 医師） 

竹之内 薫（鹿児島県精神保健福祉センター所長）

医療機関，

市町村

就労支援機関

相談支援事業所

介護保険事業所

計９６名 

平成29年 

８月６日

（土）

（ハートピア

かごしま）

【高次脳機能障害者支援のための研修会（一般研修）】

１ 講演 「高次脳機能障害者とリハビリテーション」 

講師：下堂薗 恵 氏 

（鹿児島大学大学院医歯総合研究科リハビリテーション

医学分野）

２ 体験発表  

「生きている奇跡～高次脳機能障害と向き合いながら」

   発表者：ぷらむ熊本代表 一ノ瀬 純二氏  

３ ミニコンサート 

  歌 手：一ノ瀬 たけし氏 

一般県民（当事

者，家族会を含

む）

医療機関，

障害者就業・生

活支援センター

保健所，市町村

相談支援事業所

等 

計１４１名 

平成29年 

12月23日 

（土）

（ハートピア

かごしま）

【高次脳機能障害者支援のための専門家研修】 

１ 活動報告 「鹿児島県高次脳機能障害者支援センタ

ー活動状況について」 

   報告者：田中 貴子支援員 

２ 講演 「高次脳機能障害者における社会的行動障害

への対応」 

医療機関，

保健所，市町村

就労支援機関

相談支援事業所

介護保険事業所

教育機関

計１０３名
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講師：橋本 衛 氏 

（熊本大学大学院生命科学研究部神経精神医学分野准教授） 

【高次脳機能障害支援ネットワーク連絡会】 

１ 活動報告 「脳トレ教室の取り組みについて」 

   報告者：植村 健一氏 

（鹿児島医療技術専門学校作業療法科副学科長） 

２ 事例検討 

助言者：橋本 衛 氏 

（熊本大学大学院生命科学研究部神経精神医学分野准教授） 

３ 意見交換 

支援拠点病院，

支援協力病院，

就労支援機関

教育機関

保健所,市町村 

相談支援事業所

計６８名

④自殺対策に関する研修会（自殺予防情報センター事業含む） 

実 施 日

（会 場）
内  容 参加者数

平成29年 

６月21日 

       （水） 

（精神保健福祉

センター）

【自殺対策関係者研修会】 

１ 講義

① 「メンタルヘルスファーストエイド（MHFA）とは？」 
② 「うつ病と自殺に関する基礎知識」 

③ 「うつ病に対するアクションプラン：MHFAの５原則」
④ 「MHFAの５原則」（“りはあさる”の“は”以外）
講師：加藤 隆弘氏 

（九州大学大学院医学研究院精神病態医学分野特任准教授）

 久保 浩明氏

（九州大学大学院医学研究院精神病態医学分野臨床心理士）

２ 演習

「りはあさるの“は”」～傾聴～

「りはあさる」ロールプレイ実践演習 

講師：加藤 隆弘氏 

（九州大学大学院医学研究院精神病態医学分野特任准教授）

久保 浩明氏

（九州大学大学院医学研究院精神病態医学分野臨床心理士）

保健所，市町村

教育機関，医療

機関，児童福祉

施設 等 

計５９名
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平成29年 

９月２日 

（土）

（精神保健福祉

センター）

【自殺未遂者支援連携体制構築事業説明会・研修会 

（鹿児島地区）】

１ 「本県における自殺の現状と自殺未遂者支援の必要性

について」及び「自殺未遂者支援連携体制構築事業目

的と実施方法について」 

   久木野 和歌子（県精神保健福祉センター技術主査） 

２ 「川薩保健所におけるモデル事業報告」

    松田 優子（川薩保健所技術専門員）

３ 講話

  「鹿児島市立病院における自殺未遂者への対応」

   講師：畑 幸宏氏（鹿児島市立病院 精神科部長）

保健所，救急告

示医療機関，精

神科医療機関

等

計９０名 

平成29年 

９月29日 

（金）

（鹿屋保健所）

【自殺未遂者支援連携体制構築事業説明会・研修会 

（大隅地区）】 

１ 「本県における自殺の現状と自殺未遂者支援の必要性

について」 

   御供田 美羽（県自殺予防情報センター自殺対策調整員） 

２ 「自殺未遂者支援の必要性及び自殺未遂者支援連携体

制構築事業の目的と実施方法について」 

久木野 和歌子（県精神保健福祉センター技術主査）

３ 講話

  「精神科疾患の概要および自殺未遂者への対応について」

   講師：竹之内 薫（鹿児島県精神保健福祉センター所長）

４ 「対応の実際について」

惠島 礼子（鹿児島県精神保健福祉センター相談支援課長） 

保健所，救急告

示医療機関，精

神科医療機関

等 

計６２名 

平成29年 

11月６日 

（月）

（精神保健福祉

センター）

【自殺対策関係者研修会（若年層支援）】 

１ 研修復命

「災害に係る心のケア支援研修報告」

 德永 枝里（県精神保健福祉センター 技術主査）

２ 講演

「子どもの自殺予防教育のすすめ方

 ～子どものいのちの危機をともに考える～」

講師：阪中 順子氏

（兵庫県加古川市教育委員会青少年育成課学校支援カウンセラー）

保健所，市町村

医療機関，児童

福祉施設，教育

機関等

計６９名
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平成29年 

12月９日 

（月）

（鹿児島市立病院）

【精神科救急における連携構築のためのシンポジウム】

第１部

１ 症例報告「鹿児島県精神科救急の症例提示」

  座長：吉原秀明氏（鹿児島市立病院 救急科部長）

コメンテーター：山畑良蔵氏（県立姶良病院 病院長）

（１） 精神科救急～救急の立場から～

      立石健作氏（鹿児島市消防局 救命救急士）

（２） 症例提示

 奥田龍一郎氏（鹿児島市立病院 初期研修医）

（３） 自殺企図の現状

      山口 万里子氏（鹿児島市立病院 看護師）

（４） 鹿児島市立病院における自殺未遂者への対応

 畑 幸宏氏（鹿児島市立病院 精神科部長）

２ シンポジウム

第２部

特別講演

「熊本市での精神科救急に対する取組みについて」

  座長：佐野 輝氏（鹿児島大学病院神経科精神科部門科長）

  演者：橋本 聡氏（熊本医療センター精神科 医長）

保健所，市町村

医療機関，消防

等

計１２９名

平成29年 

12月11日 

（火）

（精神保健福祉

センター）

【自殺未遂者支援のための研修会】 

１ 報告「自殺未遂者支援連携体制構築事業について」 

   久木野 和歌子（県精神保健福祉センター技術主査）

２ 講演 「医療機関と地域の連携による自殺未遂者への支

援～医療機関の立場から～」 

    講師：大髙 靖史氏（日本医科大学付属病院 精神保健福祉士）

３ 講演 「医療機関と地域の連携による自殺未遂者への支

援～地域の立場から～」

    講師：与儀 恵子氏

（東京都荒川区福祉部障害福祉課こころの健康推進係長）

保健所，市町村

精神科病院，救

急告示医療機

関等

計１０１名
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平成30年 

1月30日 

（火）

（精神保健福祉

センター）

【自殺対策関係者研修会（自殺対策計画策定研修）】 

１ 「鹿児島県における自殺の現状及び『市町村自殺対

策計画策定の手引き』について」

久木野 和歌子（県精神保健福祉センター技術主査）

２ 講話

「地域自殺対策計画策定に向けて

～プロファイル，政策パッケージの活用方法～」

講師：反町 吉秀氏

（自殺総合対策推進センター 地域連携推進室室長）

３ 「鹿児島市における自殺対策計画策定について」

  報告者：髙橋里恵氏

（鹿児島市保健所 保健予防課 保健対策係長）

保健所，市町村

等

計７５名

平成30年 

２月７日 

（水）

（精神保健福祉

センター）

【ワンストップ支援を考える地域セミナー】 

＊県社会福祉課と共催 

１ 講義

「連携支援のための手引き『ワンストップ支援におけ

る留意点』の活用方法について」

講師：大塚 俊弘氏

（国立精神・神経医療研究センター 上級専門職）

２ 講義

「生活困窮者の地域支援について」

講師：奥田 知志氏

 （生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事）

３ 講義

「自殺未遂者の支援について」

講師：山田素朋子氏

（横浜市立大学付属市民総合医療センター医療ソーシャルワーカー）

４ グループ討議「鹿児島でのワンストップ支援を考える」

    ファシリテーター：大塚 俊弘氏

（国立精神・神経医療研究センター 上級専門職）

      助言者：奥田 知志氏

（生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事）

山田素朋子氏 

（横浜市立大学付属市民総合医療センター医療ソーシャルワーカー）

保健所，市町村

生活困窮支援

機関等

計８８名
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⑤退院後生活環境相談員スキルアップ研修会 

実 施 日 

（会 場） 
内       容

参加機関 

（人数） 

平成30年 
１月23日 
 （火）

（精神保健福祉

センター）

１ 説明「本県の精神保健福祉の現状と取り組みについて」

報告者：大園 佳子（県障害福祉課技術主幹兼係長）

２ 講話「医療と福祉と行政の連携を実現するために

～退院後生活環境相談員として求められていること～」 

講師：澤野 文彦氏

（公益財団法人復康会沼津中央病院社会復帰部相談課長）

３ 報告 精神医療審査会事務について 

報告者：惠島 礼子（精神医療審査会事務局）

４ グループワーク 

医療機関

（精神科病院）

保健所

市町村等

計 ８１名

⑥学生に対する教育・実習（平成２９年度） 

対   象 内   容 回数 
対象者

数 

 鹿児島大学 医学部 学外臨床実習（医学科）等 ２３ １５１ 

鹿児島国際大学 精神保健福祉援助実習関係   １  １６

 鹿児島純心女子大学 見学実習   １   ４ 

計 ２５ １７１ 
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３．精神保健福祉相談

心の健康相談や精神医療に係る相談，アルコール，薬物，思春期，認知症に関する相

談など精神保健福祉全般の相談を実施している。 

（１）来所相談 

①来所相談件数推移 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

新規 １３０ １３５ １３９

再来 １８ ２７ ３２

計 １４８ １６２ １７１

（延べ件数） （３４１） （３３３） （３２２）

②新規相談者の内訳（平成２９年度） 

②－１ 年齢別相談者人数 

年齢 ～９ １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０以上 不明 計 

男 １４ １７ １６ １７ １５ １ ９ ８９

女 １ ９ ７ ８ ６ １０ １ ６ ２ ５０

不明 

②－２ 相談理由別人数 

相談理由 人数 相談理由 人数 

気分が不安定  ２６ おかしな言動   ５

眠れない   ４ 飲酒に伴う問題   ８

食事がとれない   １ 薬物依存の問題   ３

不安・恐怖・こだわりが強い   ６ ギャンブルに伴う問題   ９

学校に行けない，学校に適応できない   ７ 家族・近隣との問題   ９

職場に行けない，職場に適応できない  １０ その他行動上の問題  ２０

家から外に出ることができない   ４ 性格・対人関係の問題  １３

もの忘れ   ２ その他  １２

計 １３９

②－３ 相談の処置別人数 

処置 人数 

継続    １６

他機関紹介    ２６

終結    ９７

計    １３９
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（２）電話相談 

   ①電話相談延べ件数推移 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

延べ件数 １，４５７ １，７５０ １，８９６

   ②相談内容（平成２９年度） 

相談内容 人数 

精神科疾患に関すること 病気・治療・薬のこと ２９８

うつ・うつ状態 ５１

 社会復帰・福祉制度等 ３９５

 人間関係・日常生活 ４６

 家族等の対応 ３８

 その他 １０４

認知症・介護に関すること  ８

アディクション関連問題 アルコール ７２

シンナー・薬物 １７

 ギャンブル ４８

 過食・拒食等 ２

 その他 ４３

思春期問題に関すること 不登校・ひきこもり ８８

学校生活（いじめ・友人関係等）に関

すること 

４

 情緒不安定 １０

 身体的不調（頭痛・腹痛・倦怠感等） １０

 性格・行動 ３７

 発育・発達に関すること ８

 非行・反社会的行動 ２

 その他 ４０

心の健康に関すること 言動が奇異 ３２

気分の落ち込み・うつ状態 ４８

 希死念慮 ８

 不安・恐怖・こだわり １７

 家族関係の悩み・ストレス １０４

 職場関係の悩み・ストレス ３８

 その他人間関係の悩み・ストレス ６０

 ひきこもり ２６

DVに関すること ５

 病院・相談機関等の情報 ２４

 その他 １８２

その他  ３１

計 １，８９６
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４．調査研究  (Ⅲ 資料を参照) 

  地域精神保健福祉活動を推進するために以下の調査研究を行った。 

①「鹿児島県精神保健福祉センターにおける自死遺族会の歩み ～『卒業』を視点とし

た考察～」室屋 亜希子

（第５３回全国精神保健福祉センター研究協議会＜一般演題＞ 口頭発表）

②「鹿児島県における自立支援医療費（精神通院医療）の動向」吹留 孝宏

（第５３回全国精神保健福祉センター研究協議会＜一般演題＞ 誌上発表）

③「鹿児島県精神医療審査会における退院等請求の課題と取り組み」林 しおり

（第５３回全国精神保健福祉センター研究協議会＜一般演題＞ 誌上発表）

５．関係団体の育成

地域精神保健福祉の向上を図るため，家族会，患者会等の支援を行っている。

（平成２９年度） 

対象 内容 回数 

鹿児島県精神障害者家族会連合会 理事会，総会，実行委員会等  ５ 

かごしまデイケア連絡協議会 総会，研修会  ２ 

鹿児島県断酒友の会 総会 １２ 

アルコール依存症家族の会 ミーティング  ２ 

セルフヘルプネットかごしま 例会，フォーラム（実行委員会） １０ 

こころ・つむぎの会 例会  ６ 

その他 ぷらむ等   ２ 

計 ３９ 
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６．精神医療審査会の審査に関する事務

 精神科病院に入院中の者や家族等からの退院や処遇改善の請求について，その請求が

適正であるか，また，医療保護入院の届出，措置入院者及び医療保護入院者に係る定期

病状報告書について，その入院の必要性を審査している。 

（１）審査会開催状況 

 合議体審査会・・・２７回（９回×３合議体） 

  全体会・・・・・・ １回 

（２）退院等請求の審査状況推移

年度
措置入院者 

定期病状報告書 

医療保護入院者

入院届 

医療保護入院者

定期病状報告書 
計 

退院・処遇 

改善請求件数

退院・処遇 

改善請求 

審査件数

Ｈ２５ １４ ２，２７１ ２，０２８ ４，３１３ ９７ ５３

Ｈ２６ ２５ ２，２９８ ２，００１ ４，３２４ １０１ ７１

Ｈ２７ ２０ ２，２９６ １，８８５ ４，２０１ １１４ ６４

Ｈ２８ ２１ ２，４４３ １，６８７ ４，１５１ １４４ ８２

Ｈ２９ ２０ ２，５２４ １，６７９ ４，２２３ １５２ １０１

７．自立支援医療費（精神通院）及び精神障害者保健福祉手帳の判定交付事務

  自立支援医療費（精神通院）の支給認定及び精神障害者保健福祉手帳の申請に対する

審査を行い，受給者証及び手帳の交付を行っている。

（１）自立支援医療費（精神通院）

①自立支援医療費（精神通院）申請承認件数推移 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

申請件数 ２２，６１２ ２３，１１６ ２４，２４０

承認件数 ２２，６１２ ２３，１１６ ２４，２３７
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②疾患名・年齢別自立支援受給者証交付者数（平成２９年度） 

（単位:人） 

２０歳未満
２０歳以上
４０歳未満

４０歳以上
６５歳未満

６５歳以上
７５歳未満

７５歳以上

Ｆ０ 症状性を含む器質性精神障害 1,001 2 78 314 230 377

Ｆ１０　アルコール使用による精神及び
行動の障害

619 0 35 335 194 55

覚せい剤及び覚せい剤を除く精神作用
物質使用による精神及び行動の障害

53 0 11 35 7 0

Ｆ２
統合失調症、統合失調症型障害及び
妄想性障害

9,576 40 1,902 5,721 1,635 278

Ｆ３ 気分（感情）障害 8,143 41 1,849 4,660 1,323 270

Ｆ４
神経症性障害、ストレス関連障害及び
身体表現性障害

1,301 61 468 621 112 39

Ｆ５
生理的障害及び身体的要因に関連した
行動症候群

34 0 18 14 0 2

Ｆ６ 成人のパーソナリティ及び行動の障害 113 1 41 58 10 3

Ｆ７ 精神遅滞〔知的障害〕 248 7 86 128 22 5

Ｆ８ 心理的発達の障害 393 83 231 78 1 0

Ｆ９
小児期及び青年期に通常発症する行動及び
情緒の障害及び特定不能の精神障害 375 151 172 49 3 0

F99 特定不能の精神障害 2 0 2 0 0 0

G40 てんかん 2,379 391 817 917 222 32

合　　　　　　　　　　　　計 計 24,237 777 5,710 12,930 3,759 1,061

疾患名 総数

自立支援受給者証交付者数

Ｆ１
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（２）精神障害者保健福祉手帳所持者数推移

（単位：人，％） 

年度 １級 ２級 ３級 計 

Ｈ２１ 
２６８ ５,４５９ １,３７３

７,１００ 
3.8 76.9 19.3

Ｈ２２ 
２９９ ６,４２４ １,６１０

８,３３３ 
3.6 77.1 19.3

Ｈ２３ 
２９２ ６,８７７ １,７８８

８,９５７ 
3.3 76.8 20.0

Ｈ２４ 
２９２ ７,０２９ １,９６８

９,２８９ 
3.1 75.7 21.2

Ｈ２５ 
２９３ ７,４４５ ２,１２６

９,８６４ 
3.0 75.5 21.6

Ｈ２６ 
３０４ ７,８４８ ２,２８０

１０,４３２ 
2.9 75.2 21.9

Ｈ２７ 
３２３ ８，５３８ ２，５２９

１１，３９０
2.8 75.0 22.2

Ｈ２８ 
３４３ ８，８８０ ２，６０７

１１，８３０
2,9 75.1 22.0

Ｈ２９ 
３６４ ９，６９７ ２，７２６

１２，７８７
2.9 75.8 21.3

※手帳の有効期限切れを除く，各年度末の所持者数を記載 

※上段は所持者数，下段は構成比 

精神障害者保健福祉手帳所持者数

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
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１級 ２級 ３級（人）
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８．高次脳機能障害者支援センター

 高次脳機能障害者への支援拠点機関として，精神保健福祉センター内に高次脳機能   

障害者支援員が置かれており，高次脳機能障害者に対する専門的な相談支援，関係機   

関との地域支援ネットワークの充実，関係者への研修等を行っている。 

（１）来所相談 

 ・来所相談延べ件数推移 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

延べ件数 ５１ ７７ ７８ 

ケ－ス会議（再掲） （７） （４） （５）

（２）電話相談 

 ・電話相談延べ件数推移 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

延べ件数 ２４８ ３５０ ４４２

９．自殺予防情報センター

  自殺対策を推進するため，精神保健福祉センター内に自殺対策調整員が置かれてお   

り，自殺に関する情報収集・分析，情報提供や自殺対策に関わる団体・人材の育成，   

自死遺族等の支援を行っている。 

（１）来所相談 

・来所相談延べ件数推移 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

延べ件数 ２１ ６ ９

（２）電話相談 

・電話相談延べ件数推移 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

延べ件数 ４８１ ７３０ ５７１
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鹿児島県精神医療審査会における退院等請求の課題と取り組み

鹿児島県精神保健福祉センター

○林 しおり 德永 枝里 家村 めぐみ

惠島 礼子 竹之内 薫

１ はじめに

平成12年厚生労働省通知の精神医療審査会運営マニュアルにおいては、請求を受理してから概ね

１か月以内に請求者に対し、審査結果等を通知するよう努めるものとされている。鹿児島県における

退院等の請求件数は、年々増加傾向にあり、請求受理から結果通知までの平均日数（平均処理日数）

は、40日を超えている現状がある。今回、退院等請求に関する課題について考察し、審査期間の短縮

を図るために、審査会運営についての見直しを行い一定の成果を得つつあるので報告する。

２ 鹿児島県の概要

鹿児島県は、日本本土の西南部に位置し、総面積9,187 、全国第10位

で、太平洋と東シナ海に囲まれた南北約600㎞にわたる広大な県土を有し

ている。また、奄美群島をはじめとする多くの離島を有していることも

本県の特徴である。人口は、約164万人。平成27年厚生労働省調査による

と、人口10万人対精神病床は、586.9床で都道府県別に見ると全国第１位

である（全国264.6床）。精神科病院は、51施設あるが、当センター所在

地の鹿児島市内に19施設、その他の地域に離島４施設を含む32施設が点

在している。

３ 鹿児島県精神医療審査会の状況

平成29年４月現在、３つの合議体で構成され、各合議体の委員は、医療委員３名、法律家委員１名、

有識者委員１名である。予備委員は、10名（医療委員５名、法律家委員１名、有識者委員４名）であ

る。合議体による審査は、平成28年度に24回開催している。

４ 退院等の請求の状況及び課題

（１）退院等の請求件数

退院等の請求件数は、増加傾向にあり平成28年度は133件であった（図１）。審査未了で前年度か

らの繰り越し11件を合わせた144件中82件を審査しており、取り下げ39件、退院による要件消失９

件、審査未了で翌年度に繰り越し14件であった。

（２）平均処理日数 図１ 退院等の請求件数及び平均処理日数の推移

平成28年度の平均処理日数は、40.6日であ

り、平成27年度以降、平均処理日数は、40日

（平成27年度 全国33.2日）を超え、迅速な審

査とは言えない現状である。

平均処理日数が延びている要因として、請

求件数が増加していることに加え、離島請求

者の増加や代理人請求の増加があげられる。

平成28年度の審査82件中67件の意見聴取を

実施しており、そのうち離島請求者の意見聴

取は５件であった。離島の意見聴取は、航空 （資料：鹿児島県精神保健福祉センター調べ）
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機を使用し宿泊を伴うため、意見聴取委員の調整が困難となり平均処理日数が延びる傾向にある。

また、平成27年度から代理人請求が増加しており、平成28年度は11件であった。代理人請求の場

合も、代理人との意見聴取日程の調整が必要となり、平均処理日数は延びる傾向にある。

（３）再請求について

当県においては、当該請求受理以前６か月以内に意見聴取を行っている請求者を『再請求』とし

て取り扱っている。年間10～20件程度の再請求があり、平成28年度の再請求件数は16件（審査未了

で前年度からの繰り越し２件を含む）であった。

精神医療審査会運営マニュアルでは、『当該請求受理以前６か月以内に意見聴取を行っている場

合等においては、重ねて意見聴取を行う必要が乏しいと認められるときには、この限りではない』

とされている。このマニュアルの運用は、都道府県政令市によって異なり、全国一律ではないよう

である。当県における再請求は、請求者、家族等、病院管理者の意見書及び前回請求時の資料をも

とに、直近の合議体による審査で意見聴取の要否を検討し、次の合議体で審査を行うという方法で

行っている。再請求のほとんどは、直近の合議体で意見聴取不要と判断されるが、次の合議体での

審査となるため、再請求であっても請求受理から結果通知までに時間を要している。

５ 審査期間の短縮化に向けての取り組み 表１ 平成28年度退院等の請求状況

（１）再請求の審査方法の見直し

これまで再請求の審査は、直近の合

議体審査で意見聴取の要否を検討し、

次の合議体で審査を行っていたが、平

成28年10月から意見聴取不要と判断さ

れた場合は、引き続き同じ合議体で審

査を行う方法に変更した。その結果、

平均処理日数は、平成28年度上半期

50.2日から下半期31.0日に大幅に短縮

している（表１）。平成29年度平均処

理日数は、31.2日（７月末時点審査件

数39件）となっている。

（２）合議体による審査会回数の増加及び予備委員の増員

審査会委員からは、合議体数を増やしてほしいという要望があるが、委員の確保及び対応職員数

等の問題があり、現実的に合議体数を増やすことは困難である。そこで、平成28年度全体会におい

て平均処理日数の現状について検討し、平成29年度から合議体による審査会回数を24回から27回に

増やすこととなった。合議体による審査会回数が増えたことで、平均処理日数の短縮化につながっ

ている。また、意見聴取の調整の円滑化を図るため、平成29年５月に３人の予備委員の増員を行っ

た。

６ まとめ

退院等の請求は、精神障害者の人権擁護と医療の質の確保のために迅速な審査を行う必要があり、

審査方法等の見直しにより平均処理日数が短縮したことは、一定の成果が得られたと思われる。平成

26年４月から退院後生活環境相談員の選任が義務となり、相談員から入院患者の権利として退院等の

請求について説明が適切に行われていることから、今後も請求件数は増加すると考えられる。

離島請求や代理人請求への対応等改善すべき課題は残されているが、請求件数の増加に対応すべく、

合議体数や予備委員、審査の方法等について随時、見直しを行い、今後も審査期間の短縮が図れるよ

う適切な審査会の運営に努めたい。

平成28年度
全体

上半期
（取組前）

下半期
（取組後）

審査件数 82件 41件 41件

平均処理日数 40.6日 50.2日 31.0日

再請求件数（再掲） 16件 7件 9件

平均処理日数 27.0日 37.6日 18.8日

離島請求件数（再掲） 5件 4件 1件

平均処理日数 49.2日 52.8日 35.0日

代理人請求件数（再掲） 11件 5件 6件

平均処理日数 45.7日 50.5日 42.2件
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